総合研究所・都市減災研究センター（UDM）業績報告書（平成２５年度）

テーマ1　小課題番号1.1　
久田嘉章（建築学部・まちづくり学科）、山下哲郎（建築学部・建築学科）
査読付き論文

1. Y. Masuzawa, Y. Hisada, M. Murakami, J. Shindo, M. Miyamura, H. Suwa, S. Tanaka, K. Mizukoshi, and Y. Nakajima, Practice on an Education and Training Program to Development of Response Literacy to Earthquake Disaster in a Central Business District in Japan, J. Disaster Research, Special Issue on “Urban Resilience” for Mega Earthquake Disasters, Vol.9, No.2, pp. 216-236, 2013.3
2. 前川利雄, 保井美敏, 久田嘉章、想定東海地震の長周期震動予測に及ぼす破壊開始点の不確定性の影響 、日本地震工学会論文集、Vol.14, No.1, pp. 1-13，2014年2月

3. 池田芳樹、久田嘉章、限られた階の地震観測記録を用いた建物全階の応答推定、日本地震工学会論文集、Vol.13, No.4, pp. 38-54，2013年8月

学術雑誌、商業誌、研究機関への研究報告、展望、解説、論説など

1. 久田嘉章ほか、東日本大震災合同調査報告＜共通編１　地震・地震動＞、編集担当，2014年3月

2. 久田嘉章、「南海トラフ巨大地震を考える」について、日本地震工学会会誌、No.21，pp.1，2014年2月

3. 久田嘉章、特集「過去に学び、未来に備える」の連載と「首都直下の大地震を考える」について、日本地震工学会会誌、No.20，pp.1，2013年10月

4. 久田嘉章、相次いで公表される最大級地震の強震動にどう向き合えばよいか、連載 建築の争点、建築雑誌、日本建築学会、No.1650, pp.047，2013年10月,
招待講演
1. 久田嘉章、地首都直下地震の新しい被害想定　－政府最終報告の解説－、東京経営者協会ＢＣセミナー、2014年3月14日
2. 久田嘉章、地域連携による工学院大学における震災対策の取り組み、香川大学事業継続管理シンポジュウム　第4回「全学BCP構築に向けて」、2014年3月4日
3. 久田嘉章、地域防災における寺院の役割、第38回京浜教区教化研究議会、2014年2月27日
4. 久田嘉章、中心市街地における災害対応能力向上のための教育・訓練と新宿駅周辺地域への適用、第４回災害対応研究会・公開シンポジウム、2014年2月22日
5. 久田嘉章、大都市における避難の課題と対策、震災対策技術展講演会「命を守る避難の課題」、2014年2月7日
6. 久田嘉章、地域特性に応じた地域連携による震災対策、防災シンポジウム・南海トラフ巨大地震に備える～東三河地区の防災力向上に向けて～、豊橋技術科学大学　安全安心地域共創リサーチセンター　共催　国立大学協会・東海圏減災研究コンソーシアム、2013年12月12日
7. 久田嘉章、断層モデルによる震源が敷地に極めて近い場合の強震動評価、原子力規制委員会原子力規制庁、2013年12月2日
8. 久田嘉章、逃げる対策から逃げない対策へ、関東大震災９０周年・首都防災ウィーク、2013年9月8日
9. 久田嘉章、来るべき大地震とは何か、日本建築学会大会・振動運営委員会PD「免震・制振技術の現状と来るべき大地震への備え」、2013年8月31日
10. 久田嘉章、 第二次提言：首都 全体統括、2013年日本建築学会大会・総合研究協議会　東日本大震災から2.5年－建築学会の取り組みとこれから、2013年8月30日
11. 久田嘉章、長周期地震動等への対策と建築・エリアの即時対応、2013年日本建築学会大会・総合研究協議会　東日本大震災から2.5年－建築学会の取り組みとこれから、2013年8月30日
口頭発表

1. 久田嘉章、長周期地震動等への対策と建築・エリアの即時対応WG、工学連携による巨大災害と社会安全への取り組み、東日本大震災３周年シンポジウム　「巨大災害から回復力の強いまちづくり特別調査委員会」活動報告、日本建築学会、2014年3月11日
2. 久田嘉章、首都直下地震における避難の課題、避難の課題の調査・分析部会（都市避難部会）日本地震工学会「避難の研究委員会」ワークショップ2014、日本地震工学会、2014年3月10日
3. 久田嘉章、首都圏直下地震・活断層等による強震動予測と超高層建物等の減災対策、工学院大学総合研究所・都市減災研究センター（UDM）2013年度研究成果報告会、2014年2月13日
4. 久田嘉章、趣旨説明、「免震建築物のための設計用入力地震動作成ガイドライン」講習会、日本免震構造協会、2014年1月14日
5. 久田嘉章、趣旨説明、公開研究会「大地震から巨大都市（首都）をどう守るのか―東日本大震災の経験を踏また建物・まちの対策－」、日本建築学会、2013年12月20日
6. 久田嘉章、地震動計算の実習、「強震動予測―その基礎と応用」第13回講習会、日本地震学会、2013年12月16日
7. 久田嘉章、趣旨説明、第41回地盤震動シンポジウム、2011年東北地方太平洋沖地震から分かった新たな知見と予測地震動への反映ー巨大地震に備えるための地盤震動研究（その３）ー、日本建築学会、2013年11月26日
8. 小泉秀斗、久田嘉章、振動台を用いた天井板落下実験によるオフィスビルの天井対策、第４回社会貢献学会大会、2013年11月16日
9. 荒川洋輔、久田嘉章、久保智弘、首都圏で想定される地震に対する超高層建築物の制振補強、第４回社会貢献学会大会、2013年11月16日
10. 飯塚章仁、鱒沢 曜、久田嘉章、宮村正光、諏訪仁、超高層建築における地震後の建物被害確認と情報集約について、第４回社会貢献学会大会、2013年11月16日
11. 大宮憲司、久田嘉章、久保智弘、超高層建築の地震時における揺れの簡易評価、第４回社会貢献学会大会、2013年11月16日
12. 村上正浩、久田嘉章、大学が地域社会に対してできること、第４回社会貢献学会大会、2013年11月16日
13. 前川利雄, 保井美敏、久田嘉章、破壊開始点の不確定性を考慮した長周期震動予測の確率分布、日本地震工学会大会、2013年11月11日
14. 田邉朗仁、久田嘉章、首都直下地震を対象とした強震動予測手法のベンチマークテスト、日本地震工学会大会、2013年11月11日
15. 加藤研一、久田嘉章ほか、紀伊半島南東沖地震を対象とした統計的グリーン関数法のベンチマークテスト、日本地震工学会大会、2013年11月11日
16. 吉村智昭、永野正行、久田嘉章ほか、紀伊半島南東沖地震を対象とした数値解析手法のベンチマークテスト－大阪盆地・濃尾平野の結果－、日本地震工学会大会、2013年11月11日
17. 早川 崇、久田嘉章、名古屋市における周期数秒の地震動の増幅特性の震源域による相違、日本地震工学会大会、2013年11月11日
18. 鱒沢 曜、久田嘉章ほか、超高層ビル街における災害時の建物被害確認と情報集約に関する研究、日本地震工学会大会、2013年11月11日
19. 久田嘉章、地表地震断層のごく近傍まで適応可能な統計的グリーン関数―　円形要素地震によるグリーン関数の理論解　―、日本地震工学会大会、2013年11月11日
20. 王 欣、入倉孝次郎、正木和明、源栄正人、久田嘉章ほか、地震動・常時微動・３Dモデルに基づく東日本大震災前後超高層ビルの応答特性の変化、日本地震工学会大会、2013年11月11日
21. 久田嘉章ほか、超高層ビル街における地震後の傷病者対応、建物の被害確認と継続使用性判定に関する研究　その１：新宿駅西口地域における取り組みの概要、日本建築学会大会、2013年9月1日
22. 鱒沢
 曜、久田嘉章、超高層ビル街における地震後の傷病者対応、建物の被害確認と継続使用性判定に関する研究　その２：建物内および地域の医療救護所における傷病者対応、日本建築学会大会、2013年9月1日
23. 飯塚章仁、鱒沢 曜、久田嘉章ほか、超高層ビル街における地震後の傷病者対応、建物の被害確認と継続使用性判定に関する研究　その３：テナント事業者による建物被害確認と情報収集、日本建築学会大会、2013年9月1日
24. 宮村正光、諏訪 仁、久田嘉章ほか、超高層ビル街における地震後の傷病者対応、建物の被害確認と継続使用性判定に関する研究　その４：建物管理者による即時使用性判断、日本建築学会大会、2013年9月1日
25. 大宮憲司、久田嘉章ほか、応答スペクトル法を用いた超高層建築の簡易応答評価に関する研究、日本建築学会大会、2013年8月30日
26. 荒川洋輔、久田嘉章ほか、首都圏における想定地震に対する超高層建築物の制振補強案の検討、日本建築学会大会、2013年8月30日
27. 田邉朗仁、久田嘉章、理論的手法に関するベンチマークテストのまとめと課題、日本建築学会大会、2013年8月30日
28. 坂本有奈梨、小泉秀斗、山下哲郎、久田嘉章、振動台を用いたシングルライン天井の天井板落下実験　その１　実験概要、日本建築学会大会、2013年8月30日
29. 小泉秀斗、山下哲郎、久田嘉章ほか、振動台を用いたシングルライン天井の天井板落下実験　その２　天井落下と加速度の関係、日本建築学会大会、2013年8月30日
30. 久田嘉章ほか、中心市街地における効率的な災害対応能力向上手法に関する研究、都市減災サブプロジェクト･第３回全体WS、2013年8月27日
31. 久田嘉章ほか、ベンチマークテストから見えてきた強震動評価法の課題（その１：概要および理論・ハイブリッド手法）、日本地球惑星科学連合、2013年5月16日
32. 吉村智昭、永野正行、久田嘉章ほか、ベンチマークテストから見えてきた強震動評価法の課題（その２：数値解析手法）、日本地球惑星科学連合、2013年5月16日
33. 加藤研一、久田嘉章ほか、ベンチマークテストから見えてきた強震動評価法の課題（その３：統計的グリーン関数法）、日本地球惑星科学連合、2013年5月16日
外部資金の獲得

1. 文部科学省・科学研究費Ｂ、研究課題：大都市圏で想定される広帯域強震動と超高層建築の減災対策（代表：久田嘉章）、5,200千円（平成２５年度）
2. 文部科学省・都市の脆弱性が引き起こす激甚災害の軽減化プロジェクト、研究課題：中心市街地における効果的な災害対応能力向上手法の開発（分担）、3,400千円（平成２５年度）

3. 文部科学省・科学研究費Ｂ、研究課題：入力地震動をパラメータとした実大在来木造建物の振動実験（分担）、300千円（平成２５年度）

4. 7社共同研究・地震動ワーキンググループ、500千円（平成２５年度）

各種メディア（新聞・テレビ・ラジオなど）・展示会等で公表

1. 読売新聞、長周期地震動予報へ、コメント掲載、2014年2月27日

2. 都政新報、東京新時代へ⑥、都知事選　識者に聞く「逃げずに済むまちづくりを」掲載、2014年2月4日
3. 合併増刊号AERA、首都直下地震・被害想定の「路線転換」にコメント掲載、2014年1月6日
4. 日本経済新聞、｢長周期地震動｣の記事にコメントが掲載、2013年12月24日
5. TBS ひるオビ、長周期地震動による超高層建物の揺れの解析結果を提供、2013年6月11日
6. 読売新聞、長周期地震動による超高層建物の揺れや対策についてコメント、2013年5月21日
7. 河北新聞、わがこと防災・減災にてコメント掲載、2013年5月20日
8. 東京新聞、南海トラフ巨大地震に関する記事に東日本大震災時の新宿校舎の揺れが掲載、2013年5月15日
9. 日経産業新聞、｢日経テレコン21｣の長周期地震動｢見える化｣にコメントが掲載、2013年5月10日
10. 東京MX-TV、東京都被害想定（南海トラフ巨大地震）による長周期地震動と超高層建築の揺れと対策についてコメント、2013年5月1日
11. NHKニュース7、南海トラフ巨大地震による超高層建築の揺れと対策についてコメント、2013年5月1日
12. 日経産業新聞、「ナゾ謎かがく：高層ビル、地震でどう揺れる？」掲載、2013年4月28日
13.  日本テレビ「Zip!」、中国四川省での地震被害を受け、日本の建物の耐震性や対策へのコメント、2013年4月24日
14.  NHKスペシャル Megaquake Ⅲ　巨大地震　第２回 揺れが止まらない ～長時間地震動"の衝撃～　における超高層建築の揺れに関する情報提供、2013年4月14日
その他（報告会・シンポジウムの主催・共催など）
1. 公開研究会「大地震から巨大都市（首都）をどう守るのか－東日本大震災の経験を踏また建物・まちの対策－」の企画・開催、日本建築学会、2013年12月20日
2. 新宿駅周辺防災対策協議会主催　地震防災訓練、2013年11月
3. 第3回社会貢献学会大会の企画・主催、2013年11月

4. 工学院大学地震防災訓練（新宿校舎、八王子校舎）、2013年11月

5. 新宿駅周辺防災対策協議会セミナー、2013年7月～2014年2月

修士5名

学士7名
